
第
一
六
号 

２
０
０
５
・
６ 

（
ス
テ
ィ
ブ
ン
ス
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
症
候
群
） 

Ｓ
Ｊ
Ｓ 
患
者
を
励
ま
す
会 

 

連
絡
先 

０
４
２
４
・
８
２
・
１
３
４
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平
成
十
七
年
度
Ｓ
Ｊ
Ｓ
患
者
会
総
会
が
、
５
月
２
８
日 

東
京
・
住
友
新
橋
ビ
ル
で
開
催
さ
れ
た
。北
は
北
海
道（
稚
内
）、

南
は
九
州
（
熊
本
）
か
ら
全
国
の
患
者
が
障
害
に
耐
え
な
が
ら

ぞ
く
ぞ
く
と
参
集
。 

Ⅰ
．
講
演
会
「
Ｓ
Ｊ
Ｓ
患
者
様
の
視
力
回
復
を
目
指
し
て  

―
口
腔
粘
膜
培
養
シ
ー
ト
に
よ
る
角
膜
移
植
―
」 

午
後
１
時
か
ら
、
大
阪
大
学 

大
学
院
医
学
系
研
究
科
（
眼
科

学
）
西
田 

幸
二
助
教
授
か
ら
拒

絶
反
応
の
な
い
自
己
培
養
角
膜

上
皮
細
胞
シ
ー
ト
移
植
法
が
詳 

し
く
説
明
さ
れ
る
。
（
詳
細
は

患
者
会
事
務
局
で
採
録
） 

講
演
終
了
後
も
熱
心
な
質
疑
応
答
が
続
い
た
。
西
田
先
生
の 

招
聘
に
お
骨
折
り
下
さ
っ
た
厚
労
省
医
薬
品
副
作
用
被
害
対 

策
室 
増
田 

敏
美
室
長
補
佐
が
休
日
に
も
か
か
わ
ら
ず
駆
け 

つ
け
て
下
さ
り
、
西
田
先
生
を
ご
紹
介
の
う
え
「
私
も
微
力 

な
が
ら
頑
張
り
ま
す
」
と
激
励
。
患
者
会
総
会
に
厚
労
省
の 

担
当
官
が
初
め
て
顔
を
出
さ
れ
、
激
励
し
て
い
た
だ
い
た
こ 

と
で
参
加
し
た
患
者
の
間
に
感
激
の
気
配
が
み
な
ぎ
る
。 

Ⅱ
．
白
熱
の
患
者
会
総
会 

小
宮
事
務
局
長
か
ら
７
４
％
の
高
率
で
総
会
成
立
が
宣

言
さ
れ
る
と
大
き
な
拍
手
が
起
こ
り
、
こ
こ
ま
で
盛
り
上
げ
て

き
た
役
員
、
事
務
局
の
人
た
ち
、
そ
れ
を
支
え
て
き
た
励
ま
す

会
の
人
た
ち
へ
の
感
謝
の
声
が
あ
が
る
。
参
加
者
の
半
数
以
上
に
付
き
添
い

の
方
々
も
参
加
さ
れ
た
の
で
会
場
は
ほ
ぼ
満
席
で
あ
っ
た
。 

各
界
の
激
励
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
３
２
通
。
心
の
こ
も
っ
た
一
通
々
々
に
盛
大

な
拍
手
と
感
謝
の
声
が
。（
裏
面
参
照
） 

湯
浅
代
表
の
活
動
報
告
と
今
後
の
方
針
説
明
で
は
、
更
に
幅
を
広
げ
た
周
知

徹
底
と
厚
労
省
・「
総
合
機
構
」
か
ら
の
副
作
用
被
害
者
へ
の
目
に
見
え
た
ア

プ
ロ
ー
チ
に
熱
烈
な
拍
手
が
響
い
た
。
小
宮
事
務
局
長
の
会
計
報
告
、
予
算

計
画
等
を
含
め
、
全
員
の
拍
手
に
よ
る
承
認
を
も
っ
て
総
会
は
終
了
し
た
。 

Ⅲ
．
懇
親
会  

―
真
剣
に
、
救
済
し
て
ほ
し
い
と
患
者
の
声
― 

 

励
ま
す
会
の
阪
本 

勇
さ
ん
（
㈱
「
阪
本
工
営
」
社
長
）
は
、
今
回
の
総
会

を
成
功
さ
せ
る
た
め
十
二
社
百
十
名
の
方
か
ら
カ
ン
パ
を
集
め
て
下
さ
り
、 

初
め
て
患
者
会
総
会
に
出
席
し
て
、
次
の
よ
う
に
激
励
の
挨
拶
を
さ
れ
た
。 

「
初
め
て
会
に
参
加
し
感
激
し
ま
し
た
。
私
も

失
明
寸
前
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
り
、
幸
い
救
わ

れ
て
今
日
が
あ
り
ま
す
が
、
皆
さ
ん
の
ご
心
痛

は
痛
い
ほ
ど
よ
く
分
か
り
ま
す
。
今
日
お
聴
き

し
た
皆
さ
ん
の
苦
し
み
を
伝
え
る
よ
う
誠
心
誠

意
が
ん
ば
り
ま
す
。
皆
さ
ん
も
燃
え
て
く
だ
さ

い
」 

患
者
の
声 

・
初
め
て
参
加
し
て
、
Ｓ
Ｊ
Ｓ
で
苦
し
ん
で
い 

る
の
は
私
だ
け
じ
ゃ
な
い
と
分
か
っ
た
。 

・
Ｓ
Ｊ
Ｓ
と
い
え
ば
眼
の
病
気
と
誤
解
し
て
い 

る
人
が
い
る
。
私
は
呼
吸
器
障
害
で
大
変
苦 

し
ん
で
い
る
。
周
知
徹
底
を
求
め
た
い
。 

・
Ｓ
Ｊ
Ｓ
に
罹
患
し
て
１
２
年
。
近
く
の
開
業 

医
に
ず
っ
と
か
か
っ
て
い
た
。「
こ
の
治
療
で 

ま
ち
が
い
な
い
」
と
言
わ
れ
た
時
、「
い
や
、 

こ
れ
は
間
違
い
だ
」
と
確
信
。
今
漸
く
坪
田 

 

先
生
に
た
ど
り
つ
い
た
も
の
の
、
こ
れ
ま
で

Ｓ
Ｊ
Ｓ
に
無
理
解
な
医
師
に
薬
を
与
え
ら
れ
続
け
た
こ
と
に
怒
り
を
感
じ
る
。 

Ⅳ
．
懇
親
パ
ー
テ
ィ
ー 

 

総
会
終
了
後
、
ほ
ぼ
全
員
が
別
の
懇
親
会
場
に
移
り
、
食
事
を
し
な
が
ら

の
懇
親
パ
ー
テ
ィ
ー
と
な
っ
た
。
こ
れ
ま
で
は
、
な
か
な
か
膝
を
つ
き
合
わ

せ
て
、互
い
の
積
も
る
話
を
十
分
語
り
あ
う
こ
と
の
な
か
っ
た
仲
間
た
ち
が
、

こ
の
日
は
思
う
さ
ま
語
り
あ
い
、
手
を
握
り
あ
い
、
笑
い
あ
っ
た
。 

話
は
尽
き
な
か
っ
た
が
、
新
幹
線
の
最
終
で
日
帰
り
す
る
人
を
見
送
る
形

で
パ
ー
テ
ィ
ー
は
お
開
き
と
な
っ
た
。
ま
た
来
年
お
会
い
し
ま
し
ょ
う
。 

すべてのＳＪＳ患者の救済を 

     平成十七年度患者会総会 

西
田
先
生 



 

Ｓ
Ｊ
Ｓ
患
者
会
総
会
に
寄
せ
ら
れ
た 

西
室 

東
芝
会
長
へ
ご
挨
拶
（
４
・
１
９
） 

 

Ｓ
Ｊ
Ｓ
患
者
会
と
励
ま
す
会
は
、
か
ね
が
ね
幅
広
く
国
民
各
層

に
Ｓ
Ｊ
Ｓ
の
実
態
を
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
一
心
で
活
動
を
進
め

て
き
た
。
西
室 
泰
三
・
東
芝
取
締
役
会
長
は
、
経
団
連
副
会
長
と

し
て
社
会
保
障
委
員
長
を
つ
と
め
て
こ
ら
れ
た
方
で
あ
り
、
医
薬

品
に
よ
る
副
作
用
被
害
と
救
済
問
題
に
つ
い
て
も
ご
理
解
を
賜
り

た
い
と
つ
ね
づ
ね
願
っ
て
き
た
。

こ
の
た
び
念
願
か
な
っ
て
、
ご

面
談
の
機
会
を
い
た
だ
い
た
。 

こ
の
日
は
ち
ょ
う
ど
、
西
室

会
長
が
東
京
証
券
取
引
所 

初

代
会
長
に
内
定
し
た
旨
発
表
が

あ
り
、
と
り
わ
け
ご
多
忙
の
と

こ
ろ
に
も
か
か
わ
ら
ず
貴
重
な

お
時
間
を
さ
い
て
い
た
だ
く
こ

と
が
で
き
た
。 

 

Ｓ
Ｊ
Ｓ
患
者
会 

湯
浅
代
表
、

小
松
副
代
表
、
小
宮
事
務
局
長

か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
被
害
の
実

態
と
救
済
制
度
の
枠
組
み
か
ら
は
ず
さ
れ
て
き
た
問
題
点
な
ど
を

ご
説
明
申
し
上
げ
、
難
病
認
定
へ
の
更
な
る
要
請
行
動
へ
の
ご
理

解
と
ご
支
援
を
お
願
い
し
た
。
西
室
会
長
は
熱
心
に
お
聴
き
く
だ

さ
り
、「
こ
れ
か
ら
勉
強
し
て
Ｓ
Ｊ
Ｓ
へ
の
認
識
を
深
め
、お
役
に

立
て
る
よ
う
、
折
に
ふ
れ
て
応
援
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と
激
励

し
て
い
た
だ
い
た
。 

 

医
薬
品
副
作
用
被
害
対
策
室 

森 

新
室
長
に
ご
挨
拶
（
４
・
２
２
） 

厚
生
労
働
省
医
薬
食
品
局
医
薬
品
副
作
用
被
害
対
策
室
で
は
、

４
月
よ
り
森 

浩
太
郎
新
室
長
が
就
任
さ
れ
た
。
４
月
２
２
日 

Ｓ

Ｊ
Ｓ
患
者
会
は
、
湯
浅
代
表
、
小
宮
事
務
局
長
が
揃
っ
て
ご
挨
拶

に
伺
っ
た
（
励
ま
す
会
も
同
行
）。 

ま
ず
は
改
め
て
要
望
書
を
提
出

し
、
Ｓ
Ｊ
Ｓ
症
状
の
実
態
を
説
明

し
、
現
段
階
に
お
け
る
問
題
点
な

ど
を
訴
え
た
。 

 

森
室
長
は
、
就
任
直
後
で
も
あ

り
、
深
刻
な
問
題
に
つ
い
て
の
具

体
的
な
意
見
交
換
に
は
至
ら
な
か

っ
た
が
、
Ｓ
Ｊ
Ｓ
へ
の
認
識
を
深

め
て
い
た
だ
き
、「
何
が
で
き
る

か
、
勉
強
し
て
い
き
た
い
」
と
前

向
き
の
姿
勢
を
示
さ
れ
た
。 

 

ま
た
、
救
済
申
請
に
対
す
る
認
定
通
知
で
は
、「
却
下
」
の
理
由

付
記
に
は
専
門
医
の
意
見
を
入
れ
て
い
く
よ
う
に
し
た
い
な
ど
、

現
行
シ
ス
テ
ム
の
改
善
に
意
欲
を
示
さ
れ
た
。 

 

救
済
制
度
を
周
知
徹
底
さ
せ
る
た
め
の
広
報
活
動
で
は
、
こ
の

３
月
に
一
般
紙
・
週
刊
紙
に
新
し
い
ス
タ
イ
ル
で
広
告
を
掲
載
し 

継
続
し
て
い
る
旨
強
調
さ
れ
た
。 

各

界

の

メ

ッ

セ

ー

ジ 

一
．
厚
生
労
働
省
関
係
（
文
面
は
要
旨
） 

 
 

尾
辻 

秀
久 

厚
生
労
働
大
臣
（
参
・
自
民
） 

 
 

 
 

 
 

 

患
者
会
設
立
以
来
、
Ｓ
Ｊ
Ｓ
に
関
す
る
情
報
提
供
や
救

済
制
度
の
周
知
徹
底
活
動
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組

み
に
深
く
敬
意
を
表
し
ま
す 

 
 

坂
口 

力 
 

前
厚
生
労
働
大
臣
（
衆
・
公
明
） 

 
 

 
 

 
 

 

厚
生
労
働
大
臣
当
時
、
皆
さ
ま
か
ら
求
め
ら
れ
ま
し
た 

こ
と
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今
後
も
努
力
す
る
決
意
で
す 

 
 

衛
藤 

晟
一 

厚
生
労
働
副
大
臣
（
衆
・
自
民
） 

 
 

西 

博
義 

 

厚
生
労
働
副
大
臣
（
衆
・
公
明
） 

二
．
医
療
団
体
関
係 

 
 

植
松 

治
雄 

日
本
医
師
会 

会
長  

 
 

宮
崎 

秀
樹 

日
本
医
師
会 

副
会
長  

 
 

井
堂 

孝
純 

日
本
歯
科
医
師
会 

会
長  

 
 

中
西 

敏
夫 

日
本
薬
剤
師
会 

会
長  

三
．
国
会
議
員
関
係
（
五
十
音
順
・
敬
称
略
） 

①
自
民
党 

衆 

鴨
下 

一
郎
（
衆
議
院
厚
生
労
働
委
員
長
） 

 
 

 
 

田
村 

憲
久
（
自
民
党
厚
生
労
働
部
会
長
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

三
ツ
林 

隆
志 

三
原 

朝
彦 

森 

英
介（
前
厚

生
労
働
副
大
臣
） 

 
 

 
 

 

参 

阿
部 

正
俊
（
自
民
党
副
幹
事
長
） 

 
 

 
 

 
 

 

金
田 

勝
年 

清
水 

嘉
与
子 

②
公
明
党 

衆 

福
島 

豊
（
公
明
党
厚
生
労
働
部
会
長
） 

 
 

 
 

 
 

 

古
屋 

範
子 

 
 

 
 

 

参 

山
本 

保 

渡
辺 

孝
男 

③
民
主
党 

衆 

金
田 

誠
一 

五
島 

正
規 

三
井 

辧
雄 

水
島 

広
子 

山
井 

和
則 

 
 

 
 

 

参 

朝
日 

俊
弘 

桜
井 

充 

谷 

博
之 

辻 

康
弘 

 
 

 
 

 
 

 

山
本 

孝
史 

④
共
産
党 

参 

小
池 

晃 

⑤
社
民
党 

衆 

土
井 

た
か
子 

沢
山
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

「
日
経
」
は
、
３
月
２
７
日
の
サ
ン
デ
ー
ア
ル
フ
ァ
ー
で
「
副
作
用
に 

公
的
救
済
制
度
あ
り
」
と
題
し
て
救
済
制
度
の
仕
組
み
を
図
解
入
り
で 

分
か
り
や
す
く
掲
載
。
こ
れ
ま
で
の
Ｓ
Ｊ
Ｓ
紹
介
記
事
で
は
見
ら
れ
な 

か
っ
た
副
作
用
被
害
に
対
す
る
給
付
内
容
が
詳
細
に
図
示
さ
れ
、
患
者 

会
代
表
の
コ
メ
ン
ト
も
含
め
紹
介
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
嬉
し
い
。 

 
 

 
 

昨
年
度
初
め
て
予
算
化
さ
れ
た
救
済
制
度
に
係
る
広
報 

 
 

 
 

活
動
は
、
こ
の
３
月
に
は
内
容
・
ス
タ
イ
ル
を
一
新
し 

 
 

 
 

て
続
行
さ
れ
た
。
全
国
各
紙
に
五
段
ぬ
き
で
、
内
容
も 

分
か
り
や
す
く
相
談
窓
口
（
０
３
‐
３
５
０
６
‐
９
４
１
１
）

が
提
示
さ
れ
て
い
る
。 

 
 

 
 

さ
ら
に
、
週
刊
紙
（
四
月
初
旬
．
朝
日
．
文
春
．
新
潮
）

 
 

 
 

で
は
、、
必
要
な
追
加
資
料
は
「
総
合
機
構
」
が
直
接 

入
手
し
て
い
く
措
置
、
パ
ソ
コ
ン
に
よ
る
請
求
書
入
手 

措
置
な
ど
改
善
点
が
示
さ
れ
て
い
る
。 

救済制度の周知徹底のため 
の広報活動つづく 




